
 一
「
山
ね
む
る
」
と
は
、
山
の
ど
ん
な
様
子
を
表
し
た
言
葉
で

す
か
。
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。 

 

  

 二
．
あ
な
た
は
、
話
を
聞
き
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
と
き
、
ど
ん

な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
か
。
四
つ
に
ま

と
め
て
書
き
な
さ
い
。 

                

 三
．
次
の
熟
語
が
「
に
た
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
」

な
ら
㋐
、「
反
対
の
意
味
を
持
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
」
な
ら

㋑
、「
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
（
し
ゅ
う
し
ょ
く
）
す

る
関
係
に
あ
る
組
み
合
わ
せ
」
な
ら
㋒
、
「
―
を
」
「
―
に
」

に
当
た
る
意
味
の
漢
字
が
下
に
来
る
組
み
合
わ
せ
な
ら
㋓

を
（ 

 
 

）
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

①
言
語
（ 

 
 
 

） 

②
軽
重
（ 

 
 
 

） 

 
 

③
右
折
（ 

 
 
 

） 

④
読
書
（ 

 
 
 

） 

 
 

⑤
親
友
（ 

 
 
 

） 

⑥
明
暗
（ 

 
 
 

） 

 
 

⑦
消
火
（ 

 
 
 

） 

⑧
幸
福
（ 
 
 
 

） 

 
 

⑨
詩
歌
（ 

 
 
 

） 

⑩
着
地
（ 

 
 
 

） 

四
．
問
七
の
㋐
・
㋑
・
㋒
・
㋓ 

の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
熟

語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
自
分
で
思
い
出
し
て
書
き
な
さ

い
。
（
問
三
の
①
～
⑩
の
熟
語
は
使
え
ま
せ
ん
。） 

 
 
 

㋐
（ 

 
 
 
 
 
 

）
㋑
（ 

 
 
 
 
 
 

） 
 

 

㋒
（ 

 
 
 
 
 
 

）
㋓
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

  

  

五
．
ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字
に
気
を
つ
け
て
、
次
の
文
中
の 

ー
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
正
し
い
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

（
送
り
が
何
も
注
意
す
る
こ
と
） 

  

① 

ハ
ヤ
ク 

き
ず
が 

ナ
オ
ッ
テ 

よ
か
っ
た
。 

 

   

② 

故
障
を 

ナ
オ
ス 

と
、
ハ
ヤ
ク 

走
る
車
。 

   

③ 

水
泳 

イ
ガ
イ 

の
運
動
は
好
き
だ
。 

   

④ 

公
園
に
は 

イ
ガ
イ 

と
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。 

   
⑤ 

ハ
ジ
メ
テ 

で
き
た
逆
上
が
り
。 

   

⑥ 

作
文
を
書
き 

ハ
ジ
メ
テ 

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。 

   

⑦ 

国
語 

ジ
テ
ン 

で
調
べ
る
。 

   

⑧ 

百
科 

ジ
テ
ン 

で
調
べ
る
。 

   

⑨ 

こ
の
問
題
に
は 

ジ
シ
ン 

が
あ
る
。 

   

⑩ 

自
分 

ジ
シ
ン 

が
気
を
つ
け
る
。 

 

六
．
あ
な
た
が
覚
え
た
百
人
一
首
の
中
か
ら
、
二
首
選
ん
で
書

き
な
さ
い
。 

 

① 
  

 

   

② 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
年 

言
語
プ
リ
ン
ト
③ 

 
 
 
 
 

番 
 

名
前

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）


